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5. 遺構・遺物の写真撮影は，川口が行った。

6. 遺構の計測業務は有限会社三井考測に委託した。

7. 墨書土器の特殊光撮影は，有限会社三井考測の三井　猛氏に依頼した。

8. 記録及び出土遺物は水戸市教育委員会が保管している。

9. 発掘調査から本書の刊行に至るまで，下記の方々・諸機関より御教示・御協力を賜った。記して深く謝意を

　表する次第です（敬称略・順不同）。

 【個人】  青山俊明，飯島一生，稲田健一，川崎純徳，金田明大，桐生直彦，小杉山大輔，後藤一成，斎藤弘道，

　　　   曾根俊雄，田中　裕，松井敏也，三井　猛，横倉要次

 【機関】文化庁文化財部記念物課，独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター遺跡・調

　　　　査技術研究室，茨城県教育庁文化課，有限会社三井考測

10. 整理作業には以下の者が参加した。

  安島町子，杉崎明美，鈴木加代子，須藤裕美，田上雪枝，橋本祥子，人見よね子，広瀬文子，深澤貞子

凡　　例
1. 本書に記してある座標値は世界測地系を使用している。

2. 本文中に掲載した実測図の縮尺は，原則として次の通りである。

　トレンチ配置図 1/600　遺構配置図 1/130　遺構図 1/40・1/60・1/80　柱穴セクション図 1/40

　土器実測図 1/4　土製品・土器拓影図 1/3　剥片石器実測図 4/5　石製品実測図 1/3　金属製品実測図 1/2

3. 本書中の色調表現は『新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修 2000 年版）に従った。

4. 遺物観察表の計測値については，次の通りである。

 　（　）: 残存値  ［　］: 回転復元値　 法量の計測値の単位は，cm・g である。

5. 遺構の略記号については，下記の通りである。

　掘立柱建物跡 :SB  竪穴建物跡 :SI  溝跡 :SD  土坑 :SK  攪乱 :K

6. 遺構の実測図上の表現については，下記の通りである。

　カマド：             焼土：

7. 遺物の実測図上の表現については，下記の通りである。

　須恵器：断面黒塗り

　土師器：断面白抜き

　土師器内面黒色処理：　　　土師器漆塗：　　　 鉄製品木質部残存範囲：
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第 1図　調査地点の位置（S=1:25,000）
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ろ , 重機を提供するとともに , 確認調査および発掘調査の実施に協力する旨の回答が得られた。

　確認調査は平成 19 年 10 月 24 日～ 11 月 5 日の期間に 8 日間実施した。調査は , 計画地内の 8 箇所にトレンチ

を設定し , 遺構・遺物の有無を確認する方式を採用した。トレンチは長さ 10 ～ 15m, 幅 2m のものを合計 31 箇所

設定し , 総計 920 ㎡を調査した（第 2 図）。確認調査の成果は , 第 1 表の通りである。

　この調査成果に基づき , 事業者と協議・調整を行い，水戸市教育委員会は川口武彦を調査担当者とする水戸市大

谷原遺跡発掘調査会（会長 鯨岡　武）を平成 19 年 12 月 14 日付で組織し , 文化財保護法第 92 条第 1 項に基づく「埋

蔵文化財発掘調査の届出」を茨城県教育委員会へと提出し , 平成 20 年 1 月 21 日から水戸市大谷原遺跡発掘調査

会が本発掘調査を実施することとなった。         （川口）

第 1表　確認調査の成果

調査区
トレンチ

番号
遺構 遺物

遺構の

種別

遺構の

時期

検出深度

（m）
調査区

トレンチ

番号
遺構 遺物

遺構の

種別

遺構の

時期

検出深度 

（m）

1

1 × × ─ ─ ─

5

1 × × ─ ─ ─

2 × × ─ ─ ─ 2 × × ─ ─ ─

3 × × ─ ─ ─ 3 × × ─ ─ ─

2

1 × × ─ ─ ─

6

1 ○ ○
掘立柱建物

跡 1
中世以降 0.9

2 ○ × 溝 1 不明 0.4 2 × × ─ ─ ─

3 × × ─ ─ ─ 3 × ○ ─ ─ ─

4 × × ─ ─ ─ 4 × × ─ ─ ─

3

1 ○ × 溝 1 不明 0.7

7

1 × × ─ ─ ─

2 ○ × 溝 1 不明 0.5 2 × × ─ ─ ─

3 × × ─ ─ ─ 3 × × ─ ─ ─

4 ○ ○
道路状遺

構 1
─ 0.4 4 × × ─ ─ ─

4

1 × ○ ─ ─ ─ 5 × × ─ ─ ─

2 × × ─ ─ ─

8

1 ○ ○
竪穴建物跡

1
古墳以降 0.5

3 × × ─ ─ ─ 2 ○ ×
竪穴建物跡

1
古墳以降 0.4

4 ○ ○
竪穴建物

跡 1
平安 0.4 3 × ○ ─ ─ ─



     1 － 2　本発掘調査の経過

　本発掘調査は , 平成 20 年 1 月 21 日～ 2 月 14 日の期間に実施したが , 事業者から協力の得られた調査期間およ

び調査経費上の制約から,確認調査で検出されていた竪穴建物跡3軒（SI01～SI03）を本発掘調査の対象とした。以下,

調査日誌の概略を記す。

　1 月 21 日（月）曇りのち晴れ　SI01 の土層観察用

ベルト部分の調査。表土～ 2 層までを午前中に掘り下

げ , 午後からは覆土の 3 層下部まで掘り下げた。3 層に

ついては ,20cm 毎に上層・中層・下層に分けて遺物を

取り上げ。下層については , 床面直上に近づくことから

3cm 以下の遺物についてはタワー状に残す。

　1月 22 日（火）晴れ　SI01 の遺物出土状況の写真撮

影を行った後 , 平面図（S=1/20）に遺物のドットを落と

したものを作成し ,遺物のドット上げを行った。その後 ,

タワーを崩して , 平面図を作成し , 柱穴の掘削 , 柱穴の

セクション図作成を行った。

　1 月 24 日（木）晴れ　SI02 ～ 03 付近の表土除去

を開始。SI02 と SI03 は一辺が 6 ～ 7m クラスの大型

の竪穴建物跡であることが判明。また ,SI02 の南東部

で切り合う SI04 を新たに確認。一辺が 3m 程度の小

規模な竪穴建物跡であることから , 平安時代以降のも

のか。（有）三井考測に SI01 の平面図作成および SI02

～ SI04 付近への基準点設置を依頼。SI01 の平面図は

完了。基準点については ,2 箇所設置してもらい ,T1 が

28.252m,T2 が 27.861m であった。午後からは平安時

代の SI04 の掘り下げを開始。内面黒色処理土師器坏や

碗などが出土。

　1月 25 日（金）晴れ　SI04 の土層の堆積状況の断面

図作成 , 写真撮影 , ベルト除去を実施。遺物は極めて少

ない。また ,SI02 のベルト北側の覆土除去も開始。SI02

からは ,6 世紀後半頃とみられる鬼高式の土師器甕口縁

部片が出土。

　1 月 28 日（月）晴れ　SI04 の平面図作成および

SI02 ベルト北側部分の掘削を実施。SI04 はカマド部分

および柱穴を残して , 平面図がほぼ完了。柱穴につい

ては貼り床上面で柱穴と思われるピットは確認できな

かったが , 四隅に柔らかい円形状の土層が堆積してお

り , 柱穴部分に該当する可能性がある。SI02 は床面ま

で掘削が終了したが , 遺物は殆ど出土していない。覆土

の様相を見る限り , 人為的な埋め戻しによる埋没過程が

推測される。

　1 月 29 日（火）雨　SI04 のカマド断ち割りおよび

柱穴探索 ,SI02 のベルト南側部分掘削を実施。SI02 の

ベルト南側部分については , 床面直上まで掘削がほぼ

完了。SI04 のカマド断ち割りについては , 予想以上に

残存状況が良く , 柱穴については , 想定通り , 四隅にみ

られた柔らかい円形状の土層が柱穴であることを確認。

深さ 5 ～ 10cm 程度で浅いことが判明。

　1月 30 日（水）くもり　SI02 の掘削および SI04 の

カマド掘削を実施。SI02 については , ベルト部分およ

び SI04 との重複部分を残して , 床面まで到達。柱穴に

ついては,ベルトの南側で2箇所,北側で4箇所見つかっ

ており , 柱穴の据え変えなどが行われた可能性がある。

SI02 のカマド部分については , 砂利混じりの粘土から

構築されていることが精査により確認できた。SI04 の

カマド部分については , 遺物が出土したため , 縦断面の

掘削が未了。

　1月 31 日（水）晴れ　SI02 の東西ベルトセクション

の写真撮影およびセクション図作成 , ベルト除去 ,SI04

のカマド調査 ,SI05 の確認を実施。SI04 のカマドにつ

いては , 焚き口部分までのセクション図作成が完了。

SI05 は SI04 の東側で新たに確認された遺構である。

遺構確認面からは , 内面黒色処理土師器坏や碗などの破

片が出土していることから , 平安時代の竪穴建物跡の可

能性が考えられる。

　2月 4 日（月） 晴れ　SI04 のカマド部分の東西セク

ションおよび柱穴 1 ～ 4, 出入り口ピットのセクション

図作成 , カマド部分の東西・南北セクションの写真撮

影 ,SI02 のカマド部分の写真撮影 , 周溝の掘削 , 柱穴の

半裁 ,SI05 の北側部分の掘削等を実施。SI04 の柱穴に

ついては北西側から時計回りの方向に 1 ～ 4 の番号を

振った。SI02 についてはカマド内から土師器片が数点

出土したにとどまる。SI02 の柱穴については ,7 箇所あ

ることが確認され , 四隅の主柱穴が深く , 主柱穴間の柱

穴については浅い傾向がみられた。SI05 は北側にカマ

ドがある可能性が高いことが判明。遺物は覆土最上部

の黒色土層に多く含まれており , その下層にある褐色土

層になると遺物は多少 , 少なくなる傾向が見られた。

　2月 5 日（火）晴れ　SI02 の柱穴 0 ～ 8 および出入

りピットの掘削・断面写真撮影 , カマド東西セクション

図作成 , カマド部分断ち割り ,SI04 のカマド掘削 ,SI02・
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SI04 ベルト部分取り外し ,SI05 の覆土掘削を実施。

SI02 のカマドは , 袖部分に 5mm ～ 1cm 大の円礫を混

ぜた砂層から構築されており , その外側には同様の円礫

を含む砂礫層による補強がされていた。遺物は土師器

甕片とみられる土器片が数点出土したが , 柱穴 7から出

土したガラス質黒色安山岩製の剥片は , 本遺跡の形成時

期を探る上で注目される資料である。床面がほぼ武蔵

野台地 VI 層相当層くらいまで掘削しており , それより

下層で出土していることから , 第二黒色帯中の所産の可

能性が高い。SI04については,カマド部分の掘削が完了。

写真撮影後 ,SI02・SI04 ベルト部分の取り外しを実施。

遺物はカマドの袖中より土師器片が数点出土したにと

どまる。SI05 については , 南北ベルトがカマド部分か

らずれて設定してしまっていたこと , 東西ベルトとほぼ

同じ土層堆積状況であったことから , 東西ベルトのみを

残して掘り下げを実施。遺物は覆土の上層～中層にか

けて土師器甕片や内面黒色処理土師器坏片 , 須恵器甕片

などが出土している。

　2月 6 日（水）雪のち雨　SI02 の柱穴 0 ～ 8・出入

口ピットセクション図作成 , カマド南北セクションの写

真撮影・作図 ,SI05 の東西ベルト南側の掘り下げ , 東西

ベルトセクション写真撮影を実施。

　2月 8 日（金）晴れ　SI02 のカマド袖部分の断ち割

りおよび東西セクションの写真撮影 , カマド部分の完掘

状況写真の撮影 ,SI02 完掘状況の写真撮影 ,SI05 の東西

セクション図作成 ,SI05 カマド部分の東西セクション図

作成 , 東西セクション写真撮影 ,SI05 の柱穴半裁 ,SI03

の北西部掘削を実施。SI02 については掘削が完了し ,

（有）三井考測に平面図およびエレベーション図作成を

依頼。SI05 については東西セクション図作成 ,SI05 カ

マド部分の東西セクション図作成 , 東西セクション写真

撮影が完了。柱穴については ,SI04 と同様 , コーナー部

分に近い位置から4つ検出されており , カマド部分の反

対側には出入り口ピットとみられる柱穴が確認された。

北西から時計回りの方向に柱穴1～柱穴4と番号を振っ

て半裁を実施した。その結果 , 柱穴 1 と柱穴 4 は浅い

のに対し , 柱穴 2は掘り方も大きく深い状況が確認され

た。柱穴 3 と出入り口ピットについては , 半裁作業が未

了。SI03 は掘削の結果 , 床面直上から焼土とともに多

数の炭化材が倒壊した状況で検出された。その事から ,

焼失家屋の可能性が考えられる。遺物については土師

器甕片とともに球状土錘が 1 点出土している。

　2月 12 日（火） 雨　SI03 の覆土除去を実施。カマド

部分のセクションについては , 住居跡の南北セクション

ベルトと連続して設定。床面直上には炭化材が散乱し

ている状況が確認され , 焼土が貼り付いている箇所も

あった。遺物は土師器片が数点出土したにとどまる。

　2月 13 日（水） 晴れ　SI03 の覆土除去 , 柱穴・周溝

掘削および南北セクションベルト写真撮影 ,SI05 カマド

セクション・柱穴セクション図作成 , カマド部分完掘を

実施。SI03 については柱穴が 4 箇所で確認され , 床面

上には焼土とともに炭化材が多数 , 倒壊している状況で

確認された。遺物は土師器の甕と坏の大型破片がカマ

ド付近より出土。また , 球状土錘も 3 点出土した。南

北ベルトについては写真撮影が完了したが作図は未了。

明日 , 実施し , ベルト除去後に完掘状況写真の撮影を実

施する。SI05 については完掘作業が完了。明日は SI03

のセクション図を作成している間に SI02 の南西部に

2m × 2m の先土器文化層確認トレンチを設定し , 鹿沼

軽石層まで掘削する予定。

　2月 14 日（木） 晴れ　SI03 の南北ベルトセクション

図作成・土層注記 , ベルト除去 , 出入り口ピットの確認 ,

炭化材の写真撮影・取り上げ ,SI02 の先土器文化層確

認トレンチの設定・掘削・写真撮影を実施。SI03 につ

いては完掘。炭化材については壁際から中心に向かっ

て放射状に倒壊していることが確認できたことから , 屋

根材が崩落したものと考えられる。炭化材については ,

（有）三井考測に出土位置の計測を実施してもらうとと

もに , 写真測量も実施。出入口ピットについては , カマ

ドの反対側で確認できた。先土器文化層確認トレンチ

は ,SI02 の南西部に 2m × 2m のものを設定し , 鹿沼軽

石層まで掘削した。第二黒色帯中から礫が 1 点出土し

た。人為的に持ち込まれた搬入礫の可能性が高い。本

日で現場の作業は全て終了。   　 　 　 　

　　　　　　　　　   （川口）
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     1 － 3　整理作業の経過

　整理作業は平成 20 年 6 月 5 日から 12 月 1 日の期間に実施した。遺物については , 全点について洗浄・注記・

接合作業を行った。接合後 , 図化する資料を抽出し , 実測・採拓を行った。図化に際しては , 原則として EPSON 社

製カラースキャナー GT-F670 を用いてスキャニングしたものを ,Macintosh 版 Illustrator CS を用いてデジタルト

レースし , 版組を行った。観察表と本文については Microsoft 社製 Excel 2004 for Mac,Word 2004 for Mac を用い

て作成した。 

　遺物の写真は Nikon 社製デジタル一眼レフカメラ D60 を用いて撮影し , 撮影した画像を Macintosh 版

Photoshop CS で加工した。遺構図については , 調査時に（有）三井考測の三井　猛氏が作成した CAD データ（DXF

形式）を Macintosh 版 Illustrator CS を用いて加工し , 最終的に Macintosh 版 Indesign CS で編集し , 校正後に印刷

屋へ入稿し , 印刷した。報告書の印刷部数は 300 部である。          （川口）

    SI04 発掘調査風景

    本発掘調査参加者
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    　　第２章　遺跡の周辺環境
　元石川大谷原遺跡は , 北緯 36 度 19 分 56 秒 , 東経 140 度 32 分 30 秒（世界測地系）の茨城県水戸市元石川町字

大谷原 2265 番地ほかに所在する先土器時代 , 縄文時代 , 古墳時代 , 平安時代 , 中・近世の複合遺跡である。遺跡は ,

涸沼川に注ぎ込む支流の一つである，石川川右岸の標高 28.1 ～ 29.0m の台地上に東西 570m, 南北 700m の範囲

に広がっている（第 3 図）。

　遺跡が営まれた台地と低地との比高は 24.0m で，石川川から南西方向に入り込む谷津が入り組んでいる。遺跡

が立地する台地は，那珂川・桜川・涸沼川・涸沼に囲まれており，通称「東茨城台地」と呼ばれる洪積台地である（石

井・小林　1977）。本遺跡の周辺には先土器時代～近世に至るまでの多数の遺跡が確認されている（第 3 図，第 2 表）。

（川口）
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第 3図　元石川大谷原遺跡の位置と周辺の遺跡（S=1:25,000）



No. 遺跡名 種別 所在地 時代・時期 備考
001 谷田貝塚 貝塚 谷田町下ノ内 縄文（前） 昭和 47 年発掘調査
002 谷田遺跡 集落跡 谷田町下ノ内 縄文（前～晩）・古墳（後）
003 塙坪遺跡 集落跡 酒門町塙坪 弥生（後）・奈良・平安
006 下畑遺跡 集落跡 元石川町下畑 縄文（中～後）・古墳（後） 昭和 59 年発掘調査

056 元石川権現台遺跡 集落跡 元石川町権現台 弥生・古墳 湮滅
069 谷田古墳群 古墳群 酒門町付外 古墳 前方後円 1（2），円 5
071 江東古墳群 古墳群 元石川町江東外 円 6（10?）
140 乗越沢遺跡 集落跡 元石川町乗越沢 縄文（後）・古墳
175 大串貝塚 貝塚 塩崎町 1015-2 外 縄文（前・後） S11，S18，S60 年調査，S45 年に国の史

跡指定
176 大串遺跡 集 落 跡 / 官 衙 跡

/ 火葬墓

塩崎町 1016 外 縄文（草創・前・後）・古墳・奈良・平安 S62，S63，H6，H8，H14 年調査

177 森戸遺跡 集落跡 森戸町塙 先土器 湮滅
178 向山遺跡 集落跡 大串町向山 縄文（前）・古墳・奈良・平安 S24 年調査
179 東前遺跡 集落跡 東前町道漢坂 縄文・古墳（前） 湮滅
180 芳賀遺跡 集落跡 栗崎町宿 奈良・平安
181 六地蔵寺遺跡 集落跡 六反田町 818 外 弥生（後）・古墳（前）・奈良・平安
182 西谷津遺跡 集落跡 六反田町西谷津 古墳・奈良・平安
183 小原遺跡 集落跡 東前町原 弥生（後）・古墳・奈良・平安
184 新地遺跡 集落跡 六反田町新地 古墳（前～中）・奈良・平安
185 薄内遺跡 集落跡 六反田町薄内 先土器・縄文（早～後）・弥生（前～後）・古墳（前・後）・

奈良・平安・近世

平成 19 年調査

186 金山塚古墳群 古墳群 大串町原 古墳（後～終） 後円 0（1），円 3（5），金山塚 S26 年発掘
187 大串古墳群 古墳群 大串町山海 2251 古墳（後～終） 後円 1，円 1（5）
188 栗崎北古墳 古墳 栗崎町北 1751 古墳（後～終） 円 1，横穴式石室
189 愛宕神社古墳 古墳 栗崎町上平 古墳（後～終 ?） 円 1
190 六地蔵寺古墳 古墳 六反田町薄内 弥生・古墳（後） 後円 ?1
191 小山古墳群 古墳群 大場町小山外 古墳（後～終 ?） 円 3
192 森戸古墳群 古墳群 森戸町大六天外 先土器・縄文（早～後）・古墳（前・後～終） 後円 1，方 0（1），円 15（17）
193 上平遺跡 集落跡 栗崎町上平 古墳・奈良・平安
194 長福寺古墳群 古墳群 塩崎町寺前 古墳（後～終 ?） 円 7
195 涸沼台古墳群 古墳群 大場町荻久保 古墳（後～終 ?） 円 7?
196 下入野古墳群 古墳群 下入野町冨士山 古墳（後～終） 円 8
197 善徳寺古墳 古墳 大串町仲道 2301 古墳（後～終 ?） 円 1
198 下入野西古墳群 古墳群 下入野町水走外 古墳（後～終 ?） 円 6
201 椿山館跡 城館跡 東前町金山外 中世 土塁一部残存
202 和平館跡 城館跡 栗崎町上平 中世 土塁一部残存
203 六反田広町遺跡 集落跡 六反田町広町 1334 外 古墳（前～中）
235 町付遺跡 集落跡 酒門町町付 古墳（前）・奈良・平安 平成 19 年調査
236 仲通り貝塚 貝塚 谷田町下ノ内 縄文（前）
237 下ノ内遺跡 集落跡 谷田町下ノ内 縄文（晩）
239 中ノ割遺跡 集落跡 圷大野町天神脇 先土器・縄文土器（早～後）・奈良・平安 H3 年調査
240 小仲根権現古墳 古墳 元石川町中ノ割 942 外 古墳（後～終 ?） 円 1
241 小仲根遺跡 集落跡 元石川町小仲根 縄文（中）・古墳（後）・平安 平成 14 年調査
242 高原古墳群 古墳群 元石川町小仲根 奈良・平安・近世 円 2，H3 年調査
243 小山遺跡 集落跡 大場町高原・狐塚 縄文（中～後） H3 年調査
244 諏訪前遺跡 集落跡 大場町仲原・天神 縄文・古墳・奈良・平安 H2 年調査
245 沢幡遺跡 集落跡 大場町諏訪前 455 外 縄文・奈良・平安 H2 年調査
246 梶内遺跡 集落跡 大場町沢畑 936 外 先土器・古墳（後）・奈良・平安 H2 ～ 5，7 年調査

大串町梶内 古墳（後）・奈良・平安・近世
247 高原遺跡 集落跡 大串町高原・後原 縄文・弥生（後）・古墳・奈良・平安・中世・近世 H2 年調査
248 北屋敷遺跡 集落跡 大串町北屋敷 744-1 外 縄文・古墳・奈良・平安・中世・近世 H3 年調査
249 北屋敷古墳群 古墳群 大串町北屋敷 774-1 外 縄文（早～中）・弥生（後）・古墳（中～後）・奈良・平安・

中世・近世

H3・H6 年調査

250 六反田古墳群 古墳群 百合が丘町 湮滅
251 伊豆屋敷跡 城館跡 栗崎町宿 古墳（後）・奈良・平安・中世 土塁 3 条，溝 1 条，H9 年調査
252 上野遺跡 集落跡 栗崎町上野 奈良・平安
253 仏性寺古墳 古墳 栗崎町上野 1985 古墳（後～終 ?） 円 1
254 フジヤマ古墳 古墳 栗崎町新屋 1612 古墳（後～終 ?） 円 0（1），S26 年調査，湮滅
255 藤元遺跡 集落跡 栗崎町藤元 古墳
256 諏訪神社古墳 古墳 栗崎町諏訪下 古墳（後～終 ?） 円 1
257 千勝神社古墳 古墳 栗崎町打越 2398 古墳（後～終 ?） 円 1
258 打越遺跡 集落跡 栗崎町打越 奈良・平安
259 東前原遺跡 集落跡 東前町原 古墳・奈良・平安
260 住吉神社古墳 古墳 東前町金山 古墳（後～終 ?） 円 1
261 大串原館跡 城館跡 大串町原 中世 方形状の土塁
262 大串原遺跡 集落跡 大串町原 縄文（前）・奈良・平安
263 宮前遺跡 集落跡 大串町宮前 奈良・平安
264 東畑古墳 古墳 大串町東畑 古墳 円 1
267 天神山古墳 古墳 大場町天神山 弥生（後）・古墳（前）
268 久保山館跡 城館跡 森戸町久保山・塙 中世 土塁 3 条（鎌倉・室町）
269 西ノ崎遺跡 集落跡 下入野町西ノ崎 古墳・奈良・平安
279 道西遺跡 集落跡 六反田町道西 先土器・縄文・弥生・古墳・奈良・平安 平成 16 年調査，湮滅
280 涸沼川河床遺跡 包蔵地 縄文（早～晩）・弥生（中）・近世
289 元石川大谷原遺跡 集落跡 元石川町大谷原 先土器・縄文（早・後～晩）・古（後）・奈良・平安・近世 平成 19 年調査，湮滅

（井上・蓼沼・仁平・根本　1999）に加筆・改変
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第 2表　元石川大谷原遺跡と周辺遺跡一覧



　第３章　検出された遺構と遺物
　本発掘調査と対象なった遺構は，古墳時代の竪穴建物跡 2 軒，平安時代の竪穴建物跡 2 軒（第 4 図）と確認調査

4 区トレンチ 1 で確認された平安時代の竪穴建物跡 1 軒である（第 2 図）。

　遺物は先土器時代の石器や縄文時代の土器片，土製品，古墳時代の土師器，砥石，土玉，平安時代の土師器，須

恵器，灰釉陶器，金属製品などが出土した。以下では，時代別に検出された遺構と遺物について記述する。 

（川口）

第 4図　本発掘調査で確認された遺構
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3 -１　先土器時代
　当該期の遺構は確認されていないが，古墳時代の第 2 号竪穴建物跡の柱穴 7 から石器が 1 点出土している（第 5

図）。第 5 図は折断剥片である。長さ 6.3cm，幅 4.2cm，厚さ 1.1cm，重量 24.0g を測る。図上で左側面とした側

に大きな折断面が認

められ，背面側から

腹面側に向かうリン

グが観察される。背

面には大きな剥離面

が 1 枚観察され，そ

の剥離方向は主要剥

離面の方向と直交し

ていることから，打

面を時計回りの方向

に 90°転移させる

過程で剥がされたも

のとみられる。打面

は自然面打面で、自

然面は左右両側面ま

で連続している。ま

た，自然面が丸み

を帯びていることか

ら，石核の形状は円
 　　　　　　　　　　　　　　第 5図　先土器時代の剥片

礫もしくは亜円礫を分割したものであり，分割礫を輪切りにしていく過程で生じたものであることが読み取れる。

石材には那珂川流域で採集可能なガラス質黒色安山岩が利用されている。　　　　　　　　　　　　　　　（川口） 

        
       　　　                                                           

3 - 2 縄文時代
　縄文時代の遺構は，調査区内から確認されていない。土器は，後世の遺構の覆土中から検出された破片が大部分

であり，これらを一括して報告する。

　土器は 107 点の破片が出土しており，そのうち 68 点を掲載した（第 6・7 図）。これらは，後期初頭の「称名寺式」，

後期前葉の「堀之内式」，後期中葉の「加曽利 B 式」の破片である。

　「称名寺式」の分布は，遺跡の東側にあり，確認調査 4 区の SI01 と確認調査 4 区のトレンチ 1 の 2 地点から出

土している。「堀之内式」の分布は，遺跡の東側と西側にある。特に SI01 から集中的に出土し，確認調査 4 区の

トレンチ 3 と確認調査 8 区の SI02・SI05 からも数点出土している。「加曽利 B 式」の分布は，遺跡の東側にあり，

SI01 から集中的に出土している。

　1 ～ 8 は「称名寺式」に相当する。9 は壷形土器と推定され，横位の沈線文が施されている。67・68 は土器片

錘である。67 は格子状文が施文された破片を利用している。68 は「幅に対して長さが 2 倍以上で，両端部が丸

みを帯びる形，つまり長楕円形の特徴的な形」で，「君ヶ台型土錘」（鈴木 2005・2007）とされたものである。9 ～

58・67・68 は「堀之内式」に相当する。59 ～ 65 は所謂「粗製土器」，66 は「精製土器」で，「加曽利 B 式」に

相当する。大谷原遺跡出土の縄文土器は，後期のものがほとんどで，「堀之内式」が比較的多いようである。

            （色川）



第 6図　遺構外出土の縄文土器
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第７図　遺構外出土の縄文土器・土製品

第３表　土器観察表
挿　図 番号 出土位置 計測及び観察 胎　土 焼成 色調（外面･内面） 時　期
第 6図 1 調④･ T1 法 : 口 276（11），文 : 唇無，縄 RL，沈線文（棒） 砂粒（白･黒･透多） 良好 にぶい黄褐～黒 称名寺１式

2 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白･透多） 良好 にぶい黄橙 称名寺式
3 SI01 文 : 縄 RL，沈線文（棒） 砂粒（透） 良好 橙 称名寺式
4 調④･ T1 文 : 縄 RL，沈線文（棒） 砂粒（透多） 良好 にぶい黄橙 称名寺式
5 SI01 文 : 縄 RL，沈線文（棒） 金，砂粒（白多･透多） 普通 にぶい黄橙 称名寺式
6 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白･黒･透） 普通 にぶい黄橙 称名寺式
7 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい褐 称名寺式
8 SI01 文 : 隆起線文，備 : 内剥離 砂粒（白･透） 良好 にぶい橙 称名寺式 ?
9 調④･ T3 法 : 口 128（12），文 : 唇無，沈線文 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙 堀之内式
10 SI01 文 : 唇無，隆帯（半竹による刺突），貼付文，備 : 波

状口縁

砂粒（白多･透多） 普通 黒褐・にぶい黄橙～黒褐 堀之内２式

11 SI01 文 : 唇無 砂粒（白多･透多） 良好 明黄褐 堀之内式
12 SI01 文 : 唇無，縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白多･透多） 普通 にぶい黄 堀之内式
13 SI01 文 : 唇無，縄 RL，沈線文（棒） 砂粒（黒） 良好 にぶい黄橙 堀之内式
14 調④･ T4 文 : 唇無，縄 LR 砂粒（白多･透多） 良好 黄灰 堀之内式
15 SI01 文 : 唇無，縄 LR 砂粒（白･透） 普通 明褐 堀之内式
16 SI01 文 : 唇無，縄 LR 砂粒（白多･透多） 良好 褐 堀之内式
17 SI01 文 : 唇無，縄 LR 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい褐 堀之内式
18 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白･黒･透） 普通 明黄褐 堀之内式
19 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（黒多･透多） 良好 橙 堀之内式
20 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙 堀之内式
21 SI01 文 : 沈線文（棒） 砂粒（黒多･透多） 普通 にぶい黄橙・橙 堀之内式
22 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白多･黒･透多） 良好 明黄褐 堀之内式
23 SI01 文 : 縄 LR ･ RL，隆帯 ? 砂粒（白多･透多） 良好 橙・にぶい黄橙 堀之内式
24 SI01 文 : 隆帯，条線文（櫛） 砂粒（黒多･透多） 良好 にぶい黄褐・橙 堀之内式
25 SI01 文 : 隆帯 砂粒（白多･透多） 普通 明黄褐・にぶい黄 堀之内式
26 SI01 文 : 隆帯 砂粒（白多･黒･透多） 良好 にぶい黄・黒褐 堀之内式
27 SI01 文 : 隆帯 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙 堀之内式
28 SI01 文 : 縄 LR 金多，砂粒（白多･透多） 普通 橙・明黄褐～黒褐 堀之内式
29 SI01 文 : 縄 LR 砂粒（白多･透多） 普通 にぶい黄橙 堀之内式
30 SI02 文 : 縄 LR 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙・灰黄褐 堀之内式
31 SI01 文 : 縄 LR 砂粒（黒･透） 良好 にぶい黄橙 堀之内式
32 SI01 文 : 縄 LR，備 : 外剥離 砂粒（白･透） 普通 橙 堀之内式
33 SI01 文 : 縄 LR 砂粒（黒･透多） 良好 橙・暗灰黄 堀之内式
34 SI01 文 : 縄 LR 砂粒（白多･黒･透多） 良好 橙 堀之内式
35 SI01 文 : 縄 LR 砂粒（白多･透多） 良好 橙 堀之内式
36 調④･ T3 文 : 縄 LR 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい褐 堀之内式
37 SI01 文 : 縄 RL 砂粒（白多･黒･透多） 良好 にぶい黄橙・にぶい黄 堀之内式



挿　図 番号 出土位置 計測及び観察 胎　土 焼成 色調（外面･内面） 時　期
第 6図 38 SI01 文 : 縄 RL 骨針，砂粒（白･黒･透多） 普通 暗灰黄・にぶい黄橙 堀之内式

39 調④･ T3 文 : 縄 RL 砂粒（白･透多） 良好 明黄褐 堀之内式
40 SI01 文 : 縄 RL 砂粒（白･黒･透多） 良好 にぶい黄橙・暗灰黄 堀之内式
41 調④･ T3 文 : 縄 RL 金，砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙・暗灰黄 堀之内式
42 SI01 文 : 縄 L 砂粒（白多･黒多･透多） 良好 にぶい黄橙・橙 堀之内式
43 SI01 文 : 縄 L 砂粒（透多） 良好 にぶい黄 堀之内式
44 SI01 文 : 唇無，条線文（櫛） 砂粒（白･黒･透多） 良好 にぶい黄橙～黄灰 堀之内式
45 SI01 文 : 唇無，条線文（櫛） 砂粒（白多･黒多･透多） 良好 暗灰黄 堀之内式
46 SI01 文 : 唇無，縄 RL，条線文（櫛），備 : 波状口縁 砂粒（白多･透多） 良好 淡黄～黒褐 堀之内式
47 SI05 文 : 条線文（櫛） 砂粒（黒･透多） 良好 にぶい黄橙～黄灰・にぶい

黄

堀之内式

48 SI01 文 : 条線文（櫛） 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙 堀之内式
第 7図 49 SI01 文 : 条線文（櫛） 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙・暗灰黄 堀之内式

50 SI01 文 : 条線文（櫛），備 : 内剥離 砂粒（黒･透） 良好 黒褐・にぶい黄橙 堀之内式
51 SI01 文 : 条線文（櫛） 金多，砂粒（白多･透多） 良好 淡黄 堀之内式
52 SI01 文 : 条線文（櫛） 砂粒（透） 良好 明黄褐 堀之内式
53 SI01 文 : 条線文（櫛） 砂粒（白多･透多） 良好 橙 堀之内式
54 SI01 文 : 条線文（櫛） 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙・黒褐 堀之内式
55 SI01 文 : 条線文（櫛） 砂粒（白･黒多） 良好 にぶい黄橙・にぶい褐 堀之内式
56 SI01 文 : 条線文（櫛） 砂粒（白･黒多･透） 良好 明黄褐 堀之内式
57 調④･ T4 文 : 条線文（櫛） 砂粒（白多･透多） 良好 明赤褐 堀之内式
58 SI01 法 : 底 110（12），文 : 無文 砂粒（白･透） 良好 橙・暗灰黄 堀之内式
59 調④･ T4 文 : 唇無，縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（透多） 良好 明黄褐 加曽利Ｂ２式
60 SI01 文 : 唇無，沈線文（箆または棒） 金，砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙～灰黄褐 加曽利Ｂ２式
61 調④･ T4 文 : 唇無，沈線文（箆または棒） 金多，砂粒（白多） 良好 黒褐 加曽利Ｂ２式
62 SI01 文 : 唇無，沈線文（箆または棒） 金，砂粒（白多･透多） 良好 明黄褐 加曽利Ｂ２式
63 SI01 文 : 沈線文（箆または棒） 金，砂粒（白多･透多） 普通 黒褐・にぶい黄橙 加曽利Ｂ２式
64 SI01 文 : 沈線文（箆または棒） 金 良好 黒褐・にぶい黄橙 加曽利Ｂ２式
65 SI01 文 : 沈線文（箆または棒） 金多，砂粒（白多･透多） 良好 黒褐 加曽利Ｂ２式
66 SI01 文 : 縄 LR，沈線文（棒） 砂粒（白多･透多） 良好 にぶい黄橙～黄灰・明黄褐 加曽利Ｂ１･２式

〈第 3・4表 凡例〉

＊「出土位置」は , 遺構を次のように記号化している。

　　「SI」竪穴建物跡 ,「調」調査区 ,「T」トレンチ

＊「計測及び観察」は , 次のように記号化して , 記載を分けている。

　　「法」法量に関する記載

　　「文」文様の特徴に関する記載（特に施文工具について記述した。文様の形象については実測図及び拓影図を参照とする。）

　　「備」その他の備考とすべき記載

＊「法」の記載には , 次の記号で , 部位の計測値を表記している。（単位は「mm」, 括弧内の数値は残存率で単位は「%」。） 

　　「口」口縁部直径 ,「底」底部直径 ,

＊「文」の記載には , 次の記号を使用する。

　　「唇」口唇部の施文（さらに ,「無」施文無し , という記号の組み合わせで表記する。）

　　「底」底面の痕跡

　　「箆」箆状工具（沈線の断面が鋭角的なものを典型とした工具に対する表記。）

　　「棒」棒状工具（沈線の断面が半円形のものを典型とした工具に対する表記。）

　　「櫛」櫛歯状工具（3 本以上の沈線を同時に施文した工具に対する表記。）

　　「縄」縄文原体

＊「備」の記載には , 次の記号を使用する。

　　「外」器外面 ,「内」器内面

＊「胎」の記載には , 次の記号を使用する。

　　「金」: 金色を呈する風化した黒雲母片（さらに ,「多」含有が多量 , という記号の組み合わせで表記する。）

　　「骨針」: 白色針状物質とも表記される海綿骨針（さらに ,「多」含有が多量 , という記号の組み合わせで表記する。）

　　「白」: 白色不透明で長石あるいは石英と考えられる粒子（さらに ,「多」含有が多量 , という記号の組み合わせで表記する。）

　　「黒」: 黒色で光沢を有し輝石あるいは角閃石と考えられる粒子（さらに ,「多」含有が多量 , という記号の組み合わせで表記する。）

　　「透」: 透明で石英と考えられる粒子（さらに ,「多」含有が多量 , という記号の組み合わせで表記する。）

第４表　土製品観察表
挿　図 番号 出土位置 器　種 長径（mm）短径（mm）厚さ（mm） 重量（g） 文　様 時　期
第 7図 67 調④･ T3 土器片錘 ＊ 36 36 9 ＊ 13.0 棒状工具による沈線文 堀之内式

68 SI01 土器片錘 57 29 9 23.0 無文 堀之内式
・計測値の [ ＊ ] 付数値は部分的な残存長である。
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3 - 3　古墳時代
　当該期の遺構は7mを超える大形の竪穴建物跡が2棟検出されており ,遺構内からは多数の遺物が出土している。

（１）第２号竪穴建物跡

【検出位置】　確認調査 8 区のトレンチ 1 において検出され , 本調査の際には南東コーナー部分が平安時代に帰属す

る第 4 号竪穴建物跡に切られている状況が確認された（第 8 図）。

第 8図　第 2号竪穴建物跡
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挿図 番号 種別 法量（cm） 焼成 胎土 色調 成形・整形
残存率 

（%）
出土位置

第 12 図

1 土師器坏 口径 13.8，器高 4.6 普通 長石・石英・海面状骨針
内面：にぶい黄橙，外面：にぶ

い黄橙～暗灰

内面：横ナデ，外面：口縁部は横ナデ，体

部～底部は横方向のヘラケズリ，口縁部～

稜部にかけて漆付着

80 床面直上

2 土師器坏 口径 [10.6]，器高 （4.1） 普通 長石・石英・赤色粒子
内面：にぶい褐，外面：にぶい

黄橙

内面：横ナデ，外面：口縁部横ナデ，体部

横方向のヘラケズリ
50 覆土中

3 土師器坏 口径 [15.4]，器高 （3.9） 普通 長石・石英 内外面：にぶい黄橙

内面：横ナデ，外面：口縁部は横ナデ，体

部～底部は横方向のヘラケズリ，口縁部～

稜部にかけて漆付着

40
カマド袖部東側

～周溝東側

4 土師器坏 口径 [12.4]，器高 （3.9） 普通 長石・石英・角閃石・赤色粒子 内外面：灰黄褐

内面：横ナデ 

外面：口縁部は横ナデ，体部～底部は横方

向のヘラケズリ

60
カマド袖部東側

床面直上

5 土師器坏 口径 [16.0]，器高 （3.1） 普通
長石・石英・海面状骨針・赤色

粒子
内外面：にぶい黄橙

内面：横ナデ 

外面：口縁部は横ナデ，体部～底部は横方

向のヘラケズリ

20 覆土中

6
土師器有

台坏
器高 （4.1），高台径 [8.4] 普通 長石・石英・海面状骨針 内面：黒，外面：橙

内面：黒色処理 

外面：ロクロ水挽き成形痕，体部は横方向

の回転ヘラケズリ

30 遺構確認面



第 12 図　第 3号竪穴建物跡出土遺物
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第 13 図　第 1号竪穴建物跡
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第 14 図　第 1号竪穴建物跡出土遺物
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挿図 No. 種別
法量 

（cm）
焼成 胎土 色調 成形・整形

残存率 

（%）
出土位置

1
須恵器無

台坏

口径：13.8，器高：5.3，

底径：5.9
良好 長石・石英・海綿状骨針 外面：灰白，内面：灰黄

内外面：ロクロ水挽成形，底面：回転ヘラ

切り→「⧺」銘ヘラ記号
75

覆土下層～床直

2
須恵器無

台坏

口径：[13.9]，器高：5.0， 

底径：[6.6]
良好

長石・石英・海綿状骨針・チャー

ト礫
内外面：灰

内外面：ロクロ水挽き成形，底面：回転ヘ

ラ切り→ヘラケズリ→「十」ヘラ記号
40

3 層中部～下部

3
須恵器無

台坏

口径：[13.6]，器高：（4.3），

底径：[6.5]
良好 長石・石英・海綿状骨針 内外面：灰黄

内外面：ロクロ水挽成形，外面に横方向の「其

山ヵ」，底面：回転ヘラ切り→「二」銘ヘラ

記号

40

3 層

4
須恵器無

台坏

口径：[13.2]，器高：（4.1），

底径：[6.5]
良好

長石・石英・海綿状骨針・チャー

ト礫
内外面：灰

内外面ともにロクロ水挽成形
20

柱穴覆土，3 層

中部

5
須恵器無

台坏
器高：（2.0），底径：6.1 良好 長石・石英・海綿状骨針 内外面：灰黄

内外面：ロクロ水挽成形底面：回転ヘラ切

り→ヘラケズリ ,「十」銘ヘラ記号
10

覆土中層

6
須恵器有

台坏

口径：[14.9]，器高：（4.9），

高台径：7.4
良好 長石・石英 内外面：にぶい黄

内外面：ロクロ水挽成形底面：回転ヘラ切

り→「七」銘ヘラ記号
40

周辺表採

7
須恵器有

台坏
器高：（2.3），高台径：6.25

やや甘

い

長石・石英・海綿状骨針・チャー

ト礫
内外面：灰白

内外面：ロクロ水挽成形，底面：回転ヘラ

切り→高台部貼付 ,「二」銘ヘラ記号→「山

岡」銘墨書，内面：見込「山」銘墨書

10

床直

8
須恵器無

台坏

口径：[10.8]，器高：(3.2)，

底径：[3.2]
良好

長石・石英・海綿状骨針・チャー

ト礫

内面： 灰オリーブ，外面：にぶ

い黄褐

内外面：ロクロ水挽き成形，底面：回転ヘ

ラ切り→ヘラケズリ
20

3 層下部

9
須恵器有

台坏
器高：（1.7），高台径：[7.1] 良好 長石・石英・チャート礫

内外面：灰 底面：回転ヘラ切り→高台部貼付
5

焼土・炭・礫集

中部

10
須恵器無

台坏
器高：（1.4），底径：[8.0] 良好 長石・石英・海綿状骨針 外面：暗灰黄 , 内面：灰黄褐

内外面：ロクロ水挽成形，底面：回転ヘラ

ケズリ
5

覆土 3 層中部

11
土師器無

台坏

口径：[12.8]，器高：（4.0），

底径：[5.6]
普通 長石・石英・海綿状骨針 外面：にぶい黄橙，内面：暗灰

外面：ロクロ水挽成形，底面：回転ヘラ切り，

内面：研磨黒色処理
10

3 層下部

12
土師器無

台坏
器高：（2.9），底径：[7.6] 普通

長石・石英・赤色粒子・海綿状

骨針
外面：橙，内面：暗灰

外面：ロクロ水挽成形→横方向のヘラケズ

リ，底面：回転ヘラ切り→ヘラケズリ→「山」

銘墨書，内面：研磨黒色処理

5

3 層中部

13
土師器無

台坏
器高：（2.1），底径：7.0 普通 長石・石英・赤色粒子 外面：にぶい橙，内面：暗灰

外面：ロクロ水挽成形，底面：回転糸切り

→ヘラケズリ→墨書「仲寺ヵ」，内面：研磨

黒色処理

10

3 層中部～下部

14
土師器高

台付坏
器高：（2.0），高台径：[5.8] 普通

長石・石英・海綿状骨針・チャー

ト礫
外面：橙，内面：暗灰

外面：ロクロ水挽成形→横方向のヘラケズ

リ，底面：回転ヘラ起こし，内面：研磨黒

色処理

10

3 層

15
須恵器甑

把手
長さ：（4.2），幅：3.3

やや甘

い
長石・石英・チャート礫 内外面：灰白

全面に指圧痕
1

中層

16 土師器甕 口径：[17.9]，器高：(5.4) 普通
長石・石英・角閃石・海綿状骨

針
外面：橙，内面：にぶい橙

外面：横方向のナデ，内面：横方向・斜め

方向のナデ
5

3 層

17 土師器甕 口径：[21.8]，器高：(5.1) 普通 長石・石英・雲母 内外面：橙
外面：横方向のナデ，内面：横方向・斜め

方向のナデ
2

3 層

18 土師器甕 口径：[22.1]，器高：(5.9) 普通 長石・石英・角閃石 内外面：赤褐 外面：横方向のナデ，内面：横方向のナデ 2 3 層

19 須恵器甑
口径：[24.8]，器高：（8.8） 

良好
長石・石英・海綿状骨針・チャー

ト礫・角閃石

内面：灰黄褐，外面：にぶい黄

橙

内外面：ロクロ水挽成形
2

ベルト

20 土師器甕 口径：[20.0]，器高：(3.2)
やや甘

い
長石・石英・雲母 内外面：灰褐

外面：横方向のナデ，内面：横方向のナデ
2

焼土・炭・礫集

中部

21 土師器甕 器高：（5.4），底径：6.8 普通 長石・石英・雲母 内外面：にぶい橙
外面：体部は縦方向のヘラミガキ，底面：

未調整，内面：横ナデ
5

3 層中部～下部

22 鉄製刀子
長さ :(3.0)，幅：(0.8)，厚

さ：0.25，重量：2.0
─ ─ ─ ─ ─

3 層

23 鉄製鎺
長さ :3.8，幅：3.4，厚さ：1.7 

，重量：9.0
─ ─ ─ ─ 100

3 層

24 鉄製鉸具
長さ :6.25，幅：8.2，厚さ：

2.7，重量：94.0
─ ─ ─ ─ 100

3 層

25 鉄製錠？
長さ :（4.6），幅：（6.4），

厚さ：（0.7），重量：14.0
─ ─ ─ ─ 50

3 層
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第 15 図　第 4号竪穴建物跡
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柱穴名 長径（cm） 短径（cm）

P1 45 35

P2 35 30

P3 35 35

P4 30 28

P5 35 30

P6 35 30

P7 32 30
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写　真　図　版



試掘調査区② T2 遺構検出状況（南東から）

図版１

試掘調査区③ T1 道路側溝検出状況（南西から）

試掘調査区③ T4 道路状遺構検出状況（南から）

試掘調査区② T2 溝構検出状況（南西から）

試掘調査区③ T2 道路側溝検出状況（北東から）

試掘調査区③ T4 道路状遺構土層断面（東から）

試掘調査区④ T1SI01 土層断面（北東から） 試掘調査区⑥ T1 掘立柱建物検出状況（南西から）



図版２

本発掘調査 SI01 遺物出土状況（北西から） 本発掘調査 SI01 遺物出土状況近景（西から）

本発掘調査 SI01 完掘状況（西から） 本発掘調査 SI02・SI04 検出状況（東から）

本発掘調査 SI02 カマド近景（南から） 本発掘調査 SI02 完掘状況（南から）

本発掘調査 SI04 カマド近景（南から） 本発掘調査 SI04 完掘状況（南から）



図版 3

本発掘調査 SI03 検出状況（南から） 本発掘調査 SI03 掘削状況（南東から）

本発掘調査 SI03 カマド付近遺物出土状況（南東から） 本発掘調査 SI03 炭化材出土状況（南東から）

本発掘調査 SI05 東西セクション（南から） 本発掘調査 SI05 完掘状況（南から）

本発掘調査 SI03 炭化材近景（南から）本発掘調査 SI03 カマド近景（南から）



図版 4

出土遺物（１）



図版 5

出土遺物（２）



図版 6

出土遺物（３）
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2265 番地
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確認調査

10/24/07

～

11/5/07

920.0 ㎡

宅地造成工事
本発掘調査

1/21/08

～

2/14/08

365.8 ㎡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

元
もと

石
いし

川
かわ

大
おお

谷
や

原
はら

遺跡
集落跡

先土器 剥片 　古墳時代後期の竪穴建物 2 棟のうち SI02

は 8 本の柱穴を持ち，四隅の主柱穴が深く，

主柱穴の間の柱穴が浅い構造の特異なもの

であった。SI03 は，炭化材が壁際から竪穴

の中心に向かって放射状に倒壊した状況で

検出され，焼失したとみられる。遺物は 6

世紀末葉～ 7 世紀前葉頃の土師器坏や甕，

球状土錘，砥石などが出土しており，谷津

を隔てた西側に展開する小仲根遺跡SI02（平

成 14 年度調査）と遺物組成が酷似している。

遺物は完形のものが少なく，廃棄された状

態で出土していることから，廃絶に伴う人

為的放火の可能性がある。

　平安時代の竪穴建物 3 棟のうち SI01 から

は，見込みに「山」，底裏に「山岡」と墨書

された須恵器有台坏や底面に「仲寺ヵ」と

墨書された内面黒色処理土師器坏が，SI05

からは外面に「全」と墨書された内面黒色

処理土師器が出土した。これらの資料から，

平安時代の集落の年代は，9 世紀中葉を中

心とした年代とみられる。

縄文 縄文土器，土器片錘

古墳 竪穴建物 2
土師器，球状土錘，

砥石

奈良・平安 竪穴建物 3

土師器，須恵器，墨

書土器，灰釉陶器，

鉄製品（鉸具・刀子・

鎺・錠？）

中・近世
掘立柱建物 1，道路状遺

構 1，溝 3
銭貨（寛永通宝）





─ ─

─
─

SI01 出土

鉄製鉸具


